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超耐候･超低汚染型変性無機塗料

9･ilrャX東ji’IIZﾗﾆsli.･|-Xの進化

実績に裏付けられた信頼

無機塗料が進化を遂げるまでには長い努力の道のりがありました。

○
○

幻レ　　ｏニ

　ノ

ノ　Ｃ -．

建築用として柔軟性を付加

有機成分をハイブリッド

特許第4906219号/NETIS登録番号KT-040101

【強溶剤タイプ】づ超耐候

不燃･超耐候･超低汚染　無機塗料
｢ダイヤセラゼックス｣発売

1995年発売以来様々な実績

｢ダイヤスーパーセラン｣発売

2002年

「
知
識
一



ｸり　上ぶ･･1、　【弱溶剤柔軟･透湿ﾀｲﾌﾟ】超耐候･超低汚染型変性無機塗料

=…　…/……。｡｡、リ郷愁生yj9･fャX－
jli－･|Ξラニ･V7･･･r？発売

　　‾　　　･-

柔軟性を加えたことで多様化

嗜
－
０２

2004年

建築用としてさらなる作業性の進化

特許第4906219号

2年

2079年

尚‾｀－゛省エネ環境対応形

ﾌ曙

【弱溶剤タイプ】超耐候･超低汚染型変性無機塗料

｢ダイヤスーパーセランマイルド｣発売

2006年

2017年

環境配逼型に1町1温こｽj……:こﾌ=………呂万

【水性タイプ】超耐候･超低汚染型変性無機塗料

｢ダイヤスーパーセランアクア｣発売
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【弱溶剤･遺骸タイプ】超耐候･超低汚染型変性無機塗料

｢ダイヤスーパーセランマイルドIR｣発売

戸建住宅改修用として進化

【水性柔軟･透湿ﾀｲﾌﾟ】超耐候･

｢ダイヤスーパーセランフレックス｣発売
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li－･|Ξラニ･V7f？の新技術

サイディングやALCパネルが多い戸建住宅の改修には

さらなる柔軟性が求められます。

｢スーパーセランソフィア｣はスーパーセランシリーズに

さらに柔軟性を与えました。

従来のスーパーセランシリーズ

有機成分で無機の短所をカバーすることにより無機の特長を

最大限発揮させることに成功しました。

　無機

発色不良､色がくすむ

　　硬い

劣化しにくい

　汚れにくい

　燃えない

“’゛X－ji－tラニ･i.II-Xの特性

　　　鮮やかな色の調色が可能

下地に対応できる柔軟性とガラス並みの硬度

----－－－･－－-－－--－－--－－－－－－-－－

紫外線に強く従来のﾌｯ素樹脂塗料よりも耐候性に優れる

ｊ

ｇ

汚れにくく、長期間美しさを維持する

一一一一一一一一一一一一一一一一一一

　　　　　燃えにくい

従来のスーパーセランの仕組み

土木分野で培った技術を生かし生み出された塗料

従来の変性無機塗料

　X－ji－tラニ･

べ
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耐候性
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　　有機

鱒やかな色も出せる

桑らかく､割れにくい

劣化しやすい

汚れやすい

燃えやすい

　優

　大

有機成分

※無機塗料とはポリシロキサンに代表される無機質ポリマーをバインダーとする塗料
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塗膜に柔軟性を

付加する有機成分

1圖1

1

従来の有機成分より

柔軟性が高いものに
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無機成分を反応させることで親水性を向上
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25～28年

　　　　　　8,000

照射時間〔hr〕

7,000

【期待耐用年数について】

塗膜は紫外線や熱､風雨等の劣化因子により段階的に性能が低下していきます｡一般的には、汚れや変退色に始まり､その後､表面劣化が進行し､チョーキング(白亜化)

が発生､さらに進行するとひび割れや剥離等が発生します｡期待耐用年数は､標準的な環境(地域や部位､部材の条件を除く)において､塗膜の持つ下地保護機能が低下

する時点までの期間(次回の改修を行うに至るまでの標準的な年数)の目安として設定しております｡よって､気象条件の厳しい地域や､天端や斜壁などの部位､蓄熱性の

高いボード類など環境条件の厳しい面に施工された塗膜は目安とされた期待耐用年数よりは早期の劣化が予測されます。

当社は期待耐用年数を設定するにあたり、ＪＩＳに定める規格値光沢保持率80％を参考にはしております眠その基準が下地保護機能が低下する時点とは考えておりませ

ん。実際の建物では､チョーキングが進行しひび割れや剥離が広範囲に発生する手前が下地保護機能の低下時点と考えられております｡当社は促進試験データによる塗膜

劣化の傾向と実曝におけるそれ以外の劣化因子を考慮して､蓄積されたデータより保護機能の低下時点を推測し､期待耐用年数を設定しております。

&錆ﾂﾞ勁

　･-　jl･Qjl.i･Cljぬj,j

５

″゛゛'X－jl－･IZラニ･V7･･r？特長

ぎ超耐候性

変性無機塗料の持つ最大の特長､フッ素樹脂塗料をしのぐ耐候性が

建物の美観を長期にわたリ維持し､保護します。

蓄熱性の高い部材は塗料の劣化を早めますので特に耐候性の高い塗料を推奨します。

耐候性の高い塗料は､塗料が持つ様々な機能の低下を抑制します。

ｌ　附庸1･il　l

　　　l㎜.__.』■■

光
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Ｊ

１００

80

60

４０

２０

０

窯業系サイディングやALCパネルなどの蓄熱性の高い部材を用いた

建物の塗替えに最適です。

キセノンウェザーメーター　促進耐候性試験

　　　　　　促進耐候性(ｷｾﾉﾝ)

０
1,000 2,000 3,000 4,000

期待耐用年数

5,000 6,000

　　　　　　　　　施工時　　　　　５　　　　　　１０　　　　　１５　　　　　２０　　　　　２５年

スー貧一ｔランV7ぞア

　　　　　　　　　　シ､。。…………ｊ‥‥‥‥　‥‥‥　｜‥‥‥‥　‥‥：…………　　ｉ　　　ｊ
フッ素樹脂塗料　　　　j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、15｀20年　｜

アクリルシリコン樹脂塗料 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　110～15年　　ｉ

………………………………ｉ…………………………………………………１…………………………………………　ｉ　　　　　　ｌ

｜
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こより劈え時の美しさを永く保ちます．

き乗n
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柔軟性に優れた塗膜によリシーリンク上に施工した場合の

ひび割れリスクを軽減します。

柔らかいシーリングの上に塗られた塗膜は下地の動きによりひび割れが発生しやすい状況

にあります。

ダイヤスーパーセランソフィアはタlイヤスーパーダンセイ｢｣IS A 6021 建築用塗膜防水材)

の上塗材として適用できるほど､柔軟性に優れた塗膜が特長です。

この特長によリシーリングLﾋに施工した場合､塗膜のひび割れを軽減することができます。

ｊ

　
　
ｌ
‐
g
g

目地シーリングの多い窯業系サイディングや

ALCパネルなどを用いた建物の塗替えに最適です。

伸長時ひび割れ試験

r憧･--一四･‾-〃I-“=＝ミ＝＝〃･一匹･ＷＷ四－　　　＝ﾐ･ﾐ～=･-~-－-－＝-=　＝
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　従来の変性無機塗料

15％伸長時に､ひび割れが発生

　X－li－IZラニ･V7･･r？

40％伸長時も､ひび割れが発生しない

６
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超低汚染性

親水性の高い無機の塗膜が汚染物質を寄せ付け貳

雨水で汚れを落とす特性を持ちます。

無機の塗膜により､親水性の向上(雨水で汚れが落ちやすくなる)と帯電性の低下(静電気

を帯びにくくすることで埃を引き寄せにくくする)を実現しました。

柔軟型の塗料でありながら従来の変性無機塗料と同レベルの

超低汚染性を実現しました。

　　　　　　　　　　　汚染性試験

フッ素樹脂塗料 ニ・言言回=回言言＞▽∇ドド

防カビ・防藻性

カビや藻の発生の原因となる汚染物質の付着を抑制します。

さらに

『下地調整材』との組み合わせで

新たな　機能を追加　できます。

　　　部材:ALCの塗替えにおすすめの工法

　　　　　　無機透湿微弾性フィラー

『ダイヤセラ・トーシツプラス』との組み合わせ

　　　　　促進機能　　透湿性



しﾉ

○

1?¬?Ｓ様々な特長により讐え時の美しさを永く保ち乖す．

透湿性

各種上塗材の中では最高クラスの透湿性を発揮します。

ｊ
ｎ
－
ｉ

透湿性の高い塗料は､雨などの水滴は通さずに､水蒸気を逃がす性質を持ちます。

この性質により､熱膨れの原因となる水分を効率的に排出することができます。

※水滴‥･直径100~300μm　　水蒸気‥･直径0.0004μm

窯業系サイディングやALCパネルなどの

蓄熱性の高い部材を用いた建物の塗替えに最適です。

JIS Z 0208　透湿度試験結果(A法:25°C90％による)

ﾔ

‥
二丿二．二

1

ｽﾌ………ﾝ

フ

旧塗膜適性

ノ

印
０
‐
　
：
叫
－
－
い

ｙ
８
　
9
0
　
８
０

7
0 .
0
ｍ

０
　
０
　
０
　
０

０
　
０
　
０
　
０

Ｑ
　
ｔ
　
Ｑ
　
Ｃ
Ｍ

１０．０

　０．０

①②③④⑤⑥⑦

■x-ji－tzラ５ｖ７イ？］弱溶剤系塗料

①水性変性無機塗料

②水性シリコン樹脂塗料

③弱溶剤形変性無機塗料

④弱溶剤形フッソ樹脂塗料

⑤弱溶剤形ｼﾘｺﾝ樹脂塗料

⑥弱溶剤形ｳﾚﾀﾝ樹脂塗料

⑦強溶剤形ﾌｯｿ樹脂塗料

]

水系塗料

｣

弱溶剤系料

]強溶剤系塗料

国社比〕

弱溶剤タイプのため幅広い下地適性を発揮します｡さらに特長のある

下地調整材を組合せることにより新たな機能を追加できます。

部材:RC･木造の塗替えにおすすめの工法

　　　　　　　　防水形弾性フィラー

『ダイヤアクレスフィラーダンセイ』との組み合わせ

　　　　　　追加機能　　防水性

８
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″゛゛X－n－･lzラニ･V7･･r？標準工程

塗替え･平滑仕様

工程 製品名 調合割合 所要量 塗翌
間隔時間

施工器具
工程内 工程間

１ 素地調整
①劣化した既存塗膜は電動工具･手工具を用いてケレン除去して下さい。

②既存塗膜のチョーキング､ほこり、汚れ等を高圧水洗浄等で除去･清掃して下さい。

２ 上塗材

ダイヤスーパーセランソフィア　Ａ液

　　　　　　　　　　　　　　　B液

ダイヤシンナーＮ　刷毛･ローラー

　　　　　　　　　　　　エアレス

　　14kg

　　2kg

　O～2.0昌

2.0～4.0跡

0.2～0.3kg/�

53～80�/セット
２
5時間以上

　3日以内 一
中毛ローラー

刷毛､エアレス

※既存塗膜の劣化や､下地の吸い込みが著しい場合は下塗材（ダイヤガンコシーラーマイルド）をご使用下さい。
※間隔時間は､温度23℃､湿度50％の場合です｡冬期､夏期では､温度､湿度によって間隔時間にかなりの差異がありますので注意して下さい。

※所要量は､下地の形状･状態により変動します。※既存塗膜がフッ素樹脂塗料､シリコン樹脂塗料､無機塗料や光触媒の場合は別途お問い合わせ下さい。

塗替え仕様(窯業系サイディング専用:SPR工法)

工程 製品名 調合割合 所要量
塗
回
数

間隔時間
施工器具

工程内 工程間

１ 素地調整
①劣化した既存塗膜は電動工具･手工具を用いてケレン除去して下さい。

②既存塗膜のチョーキング､ほこり、汚れ等を高圧水洗浄等で除去･清掃して下さい。

２ 下塗材

ダイヤSPRカラープライマー　主　剤

　　　　　　　　　　　　　硬化剤

ダイヤシンナーＮ

　　7kg

　　lkg

O～1,0に

O｡10～0.15kg/�

54～80�/セット
１ - 3時間～5日

中毛ローラー､刷毛、

　エアレスユニット、

　　スプレーガン

３ 上塗材

ダイヤスーパーセランソフィア　Ａ液

　　　　　　　　　　　　　　B液

ダイヤシンナーＮ　刷毛･ローラー

　　　　　　　　　　　　エアレス

　　14kg

　　2kg

　O～2.0趾

2.0～4.01政

0.10～0.15kg/�

106～160�/セット
１ 一 一

中毛ローラー

刷毛､エアレス

※間隔時間は､温度23℃､湿度50％の場合です｡冬期､夏期では、温度､湿度によって間隔時間にかなりの差異がありますので注意して下さい。

※所要量は､下地の形状･状態により変動します。　※既存塗膜がフッ素樹脂塗料､シリコン樹脂塗料､無機塗料や光触媒の場合は別途お問い合わせ下さい。

鉄部･塗装鋼板の塗替え仕様

工程 製品名 調合割合 所要量
塗
回
数

間隔時間
施工器具

工程内 工程間

１ 素地調整

①電動工具･手動工具を用いて劣化した旧塗膜を除去し､発錆部は2種ケレン(SSPC-SP3,1SOSt3)程度まで除錆して下さい。

　旧塗膜は全面表面あらし後､清掃ケレンを行って下さい(詳細､仕様書参照)。

②こけ､ごみ等付着物､汚れ､劣化塗膜がある場合は､密着力低下の原因となりますので､入念に除去し､油分は溶剤にて拭き取って下さい。

③旧塗膜の活膜部については､チョーキング･塩類等の付着物を高圧洗浄､サンドペーパー掛け等の方法で除去･清掃して下さい。

２
発鏑部

補修塗り

ダイヤヒスイエポサビ#200A基　剤

　　　　　　　　　　　　硬化剤

ダイヤシンナーＮ

　14.4kg

　l.6kg

O～2.01尽

- 一 一 4時間～7日
中毛ローラー

　　刷毛

３ 下塗材
ダイヤヒスイエポサビ#200A基　剤

　　　　　　　　　　　　硬化剤

ダイヤシンナーＮ

　14,4kg

　l.6kg

O～2.0μ

　0.16kg/�

100�/セット
１ 一 4時間～7日

中毛ロ一ラ一

　　刷毛

４ 上塗材

ダイヤスーパーセランソフィア　Ａ液

　　　　　　　　　　　　　　B液

ダイヤシンナーＮ　刷毛･ローラー

　　　　　　　　　　　　エアレス

　　14kg

　　2kg

　O～2.0趾

2.0～4.0昌

０．２～０．３ｋｇ／�

５３～８０�／セット
２
5時間以上

　3日以内 -
中毛ローラー

刷毛､エアレス

奈SPPC : SteelStructuresPaintingCouncil(アメリカ鉄鋼造物塗装審議会)　】SO: lntemationa】Standard(ISO8501-1:1998)
※間隔時間は、温度23℃､湿度50％の場合です｡冬期、夏期では、過度､湿度によって間隔時間にかなりの差異がありますので注意して下さい。

※所要量は､下地の形状･状態により変動します。※既存塗腫がフッ素樹脂塗料、シリコン樹脂塗料､無機塗料や光触媒の場合は別途お問い合わせ下さい。
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塗替え仕様(ALC下地推奨仕様)

り

り

工程 製品名 調合割合 所要量
塗回

数

間隔時間
施工器具

工程内 工程間

１ 素地調整 各改修工事仕様に基づいて､劣化部分のケレン､補修､汚れの除去などを行って下さい。

２

下塗材
ダイヤセラ・トーシツプラス

清　水
　16kg

l.6～2.4｣昌

0.6～1.0kg/�

16～27�/缶
２ 5時間以上 16時間以上 中毛ローラー

下塗材
ダイヤセラ・トーシツプラス

清　水
　　16kg

0.5～0.8に

0.6～0.7kg/�

22～26�/缶
１ 一 16時間以上 多孔質ローラー

３ 上塗材

ダイヤスーパーセランソフィア　Ａ液

　　　　　　　　　　　　　　B液

ダイヤシンナーＮ　刷毛･ローラー

　　　　　　　　　　　　エアレス

　　14kg

　　2kg

　O～2.0趾

2.0～4.0昌

O｡25～0,35kg/�

46～64�/セット
２
5時間以上

　3日以内 一
中毛ローラー

刷毛､エアレス

※乾燥時間は､標準状態(23℃､50％RH)での時間を示します。※既存塗膜の形状や素材､塗装方法､環境などによって所要量が増減することがあります。

※シリコン､フッソ樹脂塗料､無機塗料､光触媒などの下地は別途お問い合わせ下さい。

※既存塗膜の劣化が著しい場合やセメント系下地の場合は、ダイヤガンコシーラーマイルドまたはダイヤワイドシーラーを塗布して下さい。

塗替え仕様(コンクリート･モルタル下地推奨仕様)

工程 製品名 調合割合 所要量
塗
回
数

間隔時間
施工器具

工程内 工程間

１ 素地調整 各改修工事仕様に基づいて､劣化部分のケレン､補修､汚れの除去などを行って下さい。

２

下塗材
ダイヤアクレスフィラーダンセイ

清　水
　16kg

0.8～1.6に

O｡6～1.0kg/�

16～27�/缶
２ 5時間以上 16時間以上 中毛ローラー

下塗材
ダイヤアクレスフィラーダンセイ

清　水

　16kg

0.6～1.0に

O｡8～1.0kg/�

16～20�/缶
１ 一 16時間以上 多孔質ローラー

３ 上塗材

ダイヤスーパーセランソフィア　Ａ液

　　　　　　　　　　　　　　B液

ダイヤシンナーＮ　刷毛･ローラー

　　　　　　　　　　　　エアレス

　　14kg

　　2kg

　O～2,0に

2.0～4.0｢昌

０．２５～０．３５ｋｇ／�

４６～６４�／セット
２
5時間以上

　3日以内 一
中毛ローラー

刷毛､エアレス

※乾燥時間は､標準状態（23゜C､50％RH）での時間を示します。※既存塗膜の形状や素材､塗装方法､環境などによって所要量が増減することがあります。

※シリコン､フッソ樹脂塗料､無機塗料､光触媒などの下地は別途お問い合わせ下さい。

※既存塗膜の劣化が著しい場合やセメント系下地の場合は、ダイヤガンコシーラーマイルドまたはダイヤワイドシーラーを塗布して下さい。

※「ダイヤアクレスフィラーダンセイ」には防水形複層塗材仕様がございます｡別途お問い合わせ下さい。

可使時間

季節 気温 ﾀﾞｲﾔSPRｶﾗｰﾌﾟﾗｲﾏｰ ﾀﾞｲﾔｽｰﾊﾟｰｾﾗﾝｿﾌｨｱ

夏 25～35°C 2時間以内 3時間以内

春秋 15～25℃ 4時間以内 5時間以内

冬 5～15℃ 4時間以内 8時間以内

施工･管理上の注意

適用下地

●コンクリーﾄ面　●モルタル面　●ＡＬＣ面

●窯業系サイディングボード面及び各種塗膜面

〔シリコン･ﾌｯｿ樹脂塗料､無機塗料､光触媒などの下地は

別途お問い合わせ下さい｡〕

⑩シーリング材の上に施工する場合は､シーリング材の種類､材質によって汚染する､または不適合が

10
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〒107-0051東京都港区元赤坂1-2-7赤坂Kタワー7F

�(03)6434-7249　FAX.(03)6434-7375　URL http://www..dia-dyflex.jp

※全国の最寄りの支店・営業所をご案内致します。お気軽にお間い合わせ下さい。
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